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子力発電所が使えないので値段が高くてもLEDにするけ
ど，実際ほかの国ではまだまだ普及はしていないんです
よ．普及させるには値段を下げることが一番ですから，値
段を下げる技術，そういうのを研究してます．

材料開発はギャンブル
̶材料科学は日本の強い分野です．小誌の読者である化
学者も多く携わっていますし，これから材料をやりたいと
いう人も多いと思います．材料開発の成功者が考える，材
料研究の秘訣とはなんでしょう？
中村：材料選択ですね．すべては材料で決まりますよ！  

私の場合は，窒化ガリウムといって，あまり使われていな
かった材料を選んだから成功したんです．当時，青色LED

の材料はセレン化亜鉛という材料が主流で，世界中1000

グループくらいが研究していたんじゃないですか？ 窒化
ガリウムを研究していたのはほんの数グループ．まったく
見通しがない材料だったからですけどね．
そういう，誰もやっていないようなモノを選んでやれ

ば，大きく当たる可能性がありますね．研究はいうなれば
ギャンブル，宝くじと一緒ですよ．大抵は当たらないです
よ！  ギャンブルですから．でも，当たる確率が非常に低い
ようなことにチャレンジすれば，当たれば大きいんです．
̶中村先生も，最初，見通しがまったくなかったんです
か？

発光ダイオード研究のこの先
̶省エネとコスト̶

̶米国では今，どのような研究をされてますか？
中村：相変わらず同じような研究をしてますよ．窒化ガリ
ウムを使って発光ダイオード（LED）や半導体レーザーを
つくってます．
̶日本では2011年，省エネ強化でLEDの需要が増えま
した．東京スカイツリーのライトアップ用照明も全部
LEDだそうです．省エネという点でもLED技術はどんど
ん大事になると思いますが，ご自身の中で今後，LED技
術の方向性としてお考えになっていることはありますか？
中村：日本では全電力消費量のだいたい4分の1，25％く
らいが照明に使われています．それをLEDに変えたら，
消費電力はその半分以下になると思うので，かなり大きな
省エネ効果ですよ．ただ問題は値段が高いこと．日本は原
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けど，時間があれば全部解けるなって思ってましたね．
「気になったらずっと考える」っていうのは，今でも変
わらないですね．なにか問題が出てくると，論文を読んだ
りいろいろ勉強している人は，その場で「こうじゃない
か？」ってパッと意見を言うんですよ．すごいなと思うん
ですよね．自分は論文とか読まないし，まったくそういう
風ではないから，そのときはわからない．だけど，気にか
かってそれをずっと考えているんです．そうすると1週間
後とか2週間後にいいアイデアが出るんです．だから案
外，2週間後には自分は勝ってる．いつも当たるとはいえ
ないですけどね．
̶しかし，今，先生が研究されているLED分野は最先
端で非常に競争が激しいですよね．そうすると論文だとか
読まないとついていけない環境になってきていませんか？
中村：なってきているけど読まないね（笑）．昔からまる
で常識がない．考えるのは好きだけど，暗記は大きらい．
もう公務員試験やったら0点ですよ（笑）．

理論からモノづくりへシフト
物理は言語にすぎない

中村：だいたいね，アメリカでも日本でも学生って，えら
い先生が書いた物理の理論が正しいと思うでしょ．それを
一所懸命勉強するでしょ．自分は一切そういうことは勉強
してないですよ．それでもモノはできるんですよ．
物理っていうのは自然界，モノと対話する言語なんです

から．単に言語！  言語なんて無限にあるでしょ．どの言
語が優れているとはだれも言えないでしょ．どの言語を使
おうが，私の場合は直感でつくったんですけどね，できりゃ
いいんですよ，モノが！  究極のゴールはそこ．
̶モノをつくるのが一番大事だと．
中村：大学卒業するまでは理論が一番だと思ってましたけ
どね．そういう教育を受けてきましたからね．会社に入っ
て半年してからですよ．自分で体を動かしてモノをつくら
ないと駄目になって．それからは理論は無視．そんなこと

中村：なかったですねぇ．半導体の“は”の字も知らない
し，研究費もないし．ただ，論文を出して博士号が取りた
くて．論文出すにはあまり研究されてない材料のほうがい
いと思って，それで窒化ガリウムを選んだんですから．
̶その見通しがない材料で，青色LED開発に成功した
のはなぜでしょう？
中村：私はね，研究が得意なんですよ．ただ自己流で考え
ることが得意なんですね．非常に簡単なことですよ．研究
のテーマとして人がやってないことを選んで，それを突き
詰めて考えて考えて，あとはやるしかない！　それ以外は
特にないです．

学んだことがない，だから考える

中村：僕は徳島大学を出ましたけど，田舎の大学ですか
ら，当時，半導体をわかってる教授なんていなかった．そ
れで田舎の会社でしょ．だから僕は最先端の技術の勉強な
んてことは，したことがないんですよ．要するに「学ん
だ」っていうのがない．だいたい，大きな成果を出した研
究者って，ナントカ先生について勉強して，その何年後か
に大きな発明や発見をするでしょ，普通．私の場合，恩師
がいないから，そういうのがまったくないんですよ．極端
に言ったらバックグラウンドがなにもない（笑）．だから
すべてがオリジナルなんです．なにもないところから自分
で考えてやるって，それだけですわ．
̶学生のとき，すごく物理を勉強されたと聞きましたが．
中村：全部自己流ですよ．本を読んでね．だから私の場
合，実験結果が出たら，理論で解釈するってことがまった
くなし！  自分流，自己流に考えていく．直感型というの
かな．
̶「直感」ですか？
中村：たとえば，自分でこの材料をつくると決めて，なん
かやり始めるじゃないですか．そうするとなにか問題が出
てくるから，なんでこれはできないのかって…．混ぜる配
合が悪いのかな，温度が悪いのかなって，それを自分で考
えるだけですよ．
̶「考える」のは意識して身につけたんですか？
中村：考えてみると…．小さいときからくだらんことでも
なんでも，よく考えてましたね．中学くらいのころから算
数が得意でね．簡単な計算じゃなくて，文章で書かれた難
しい問題ね．それを深く考えて解くのが得意だったんで
す．ただ深く考える．これは「なんでか？」「なんでか？」
と考えて解くんですよ，公式とか覚えずに．暗記は大きら
いだったから．ただいつも時間が足りなくなってしまった
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言ってたら製品ができない．考えが変わったというか，モ
ノづくりのほうに力点がシフトしていったというか．
だから化学だってそうですよ．材料ができればいいんで

すよ．皆さん，難しい化学式がどうのこうのって勉強する
でしょうけど，そんなん言語の一つなんですから．難しい
化学式を使ってつくる人もおれば，私みたいに何にもなし
でつくっちゃう人もいる，それでも結果は一緒なんです
よ．
̶何もなしと言っても，中村先生は「直感」を「考え
る」ことで磨いているわけですよね．
中村：それと，もう一つは苦労すること．人間苦労すると
必ず考えるようになるでしょ．たとえば野球選手．長嶋さ
んは監督には向いてない．考えてないから（笑）．楽してえ
らくなった人というのは案外考えてない．苦労した人はい
ろいろ考えると思うんですよ．「なんでわしは野球できん
ねん」とか．いろんな人がいれば，いろんなやり方がある
から，自分のやり方で考えることが重要だと思いますよ．

最低5年の海外生活のすすめ
̶国が違えば価値観も常識も違う̶

̶米国で研究生活が10年を超えましたが，そこではど
んな刺激を受けましたか？
中村：「自由」ですね．日本と比較にならない自由ですか
ね．それから教育という観点も．日米の大学の差は大きす
ぎますよ．アメリカの実情を知ってたら，高校を卒業した
時点で行きたかったですわ．大後悔です．ちゃんとわかっ
ている先生が教えてるっていうのがね．
̶わかっている先生が教えるとは？
中村：今の物理の理論というのは全部，欧米人がつくった
ものでしょう．日本人がつくったんじゃないんですよ．欧

米人がつくって，その先生の弟子，弟子，弟子が脈々とそ
れを学んできてるんで，教える先生がわかっている．どん
な難しい理論も手に取るように教えてくれる．日本では，
わからないで教えてるってそんな先生がほとんどだと思い
ますよ．先生がわかってないんだから，学生だってわかる
わけがないですよ．そりゃ，講義がつまらないと思いま
す．絶対大学は欧米に行くべきですよ．
̶根岸英一先生も同様のことをおっしゃっておられまし
た．最後に若手研究者へメッセージをいただけますか？
中村：ぜひ，日本から出てみてほしいですわ．最低5年！  

早ければ早いほうがいい．
というのは，どの国も，よい言葉でいうと教育なんです

けど，悪い言葉でいう洗脳をしてるんですよ，国民を．た
とえば日本やったら，政府は日本は世界で一番科学技術が
進んで，平和で，安全で，こんないい国はないよって言っ
てるでしょ．アメリカもそうだし，世界中そう．こういう
ことに気づくには国外に出るしかないんですよ．人から言
われたってわからない．海外旅行でもわからない．5年く
らい海外に住んで初めて，「ああ，わしは洗脳されてたな」っ
て気がつくわけですよ．それが重要なんです．それを知っ
てほしい．そうすると，価値観ががらりと変わるんです．
日本のベンチャー会社で成功している90％以上は，ア

メリカに5年以上いた人が日本に帰ってきて立ち上げたと
ころだそうですけど，アメリカでは自分で会社を始めるこ
と，ベンチャーを立ち上げることがベストなんですよ．日
本のエリートコースは，東京大学を卒業して有名企業，ソ
ニーとか東芝，松下に入ることでしょ．これが夢．はい，
定年で終わり！ですよ．アメリカに5年間いたら，「永遠
のサラリーマンなんてこんなくだらないことない．できる
やつは自分でベンチャー化しよう！」と，そういうふうに
価値観ががらっと変わりますよ．どっちがいいとは言えな
いですけど，ただそういう世界観をもっていろんなこと
やってほしい． 

日本の企業は，国内市場のことだけ見てやってきて，グ
ローバル化に遅れてますからね．韓国のサムスンなんかが
世界的になってきて，太陽電池も液晶テレビもバッテリー
も競争が激しくなってきてる．世界観をもって仕事とか研
究をしないと駄目ですよ．今，学生は海外留学をしたくな
いんでしょうが，世界競争に勝てるような自分になってほ
しいと思います．若い人にはチャレンジしてほしいですね．
自分の人生は一度ですからね．
̶本日はありがとうございました．
 （現代化学編集グループ）

時折り裏返る早口で，ユーモアと皮肉に富んだメッセージを
語る中村博士．エネルギッシュな講演で会場をわかせた．
（2011年日本生物工学会大会の招待講演，インタビューはこの直前）


